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平成29年1月31日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

南海バス株式会社 日野・滝畑コミュニティバス

南海バス株式会社
日野・滝畑コミュニティバス２
（奥河内くろまろの郷経由系
統）

南海バス株式会社
路線バス小深線２（石見川系
統）

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された

B

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→×
Ｈ27：45,882人→Ｈ28：43,037人

山間部の集落へ向かう路線のため、特
に高齢化やマイカー利用の影響を受け
やすく、新たな需要喚起も難しい。
⇒日常生活でのマイカーとバス利用の
賢い使い分け等の情報発信を検討し、
維持に努める。

南海バス株式会社
路線バス高向線１（高向起終点
系統）

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された B

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→×
Ｈ27：80,030人→Ｈ28：73,074人

日野・滝畑コミュニティ（輸送人員増）と
並走しているため利用者が分散してい
ると考えられる。
⇒日野・滝畑コミュニティと連携した利
用促進策の検討やニーズ把握に努
め、相乗効果で利用者維持を図る。

南海バス株式会社
路線バス天野山線５（旭ヶ丘系
統）

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された

Ａ

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→〇
Ｈ27：178,716人→Ｈ28：181,019人

南海バス株式会社
路線バス天野山線４（天野山起
終点系統）

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された B

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→×
Ｈ27：16,838人→Ｈ28：16,370人

南海バス株式会社
路線バス天野山線３（サイクル
センター系統）

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された

Ａ

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→〇
Ｈ27：7,674人→Ｈ28：10,871人

【前回評価結果】
利用促進の１つとして実施して
いるバスマップについて、どの
程度認知され利用されている
のかなど、利用者側からの評
価も必要である。

【反映状況】
市制モニター制度の活用やイ
ベント時にアンケートを実施す
るなどにより、認知度や利用者
の声を聞きとり、次の取り組み
に反映。
具体に、バスマップでは使いや
すさや見やすさ等では概ね好
評を得たものの、情報量や情
報の種類に関してはモデル
ルートや所要時間が欲しいと
いった意見があり、次年度の作
成の総合時刻表や企画乗車券
ＰＲチラシで反映するようにし
た。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

河内長野市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維費国庫補助金

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

天野山線4は輸送人員で目標未達成と
なったが、天野山線３系統の合計では
Ｈ27年度203,228人からＨ28年度
208,260人と増加している。特にサイク
ルセンター系統が大幅に伸びているこ
とから、利用促進のために、施設と連
携したＰＲ活動に一定の効果があった
と考えられる。
⇒３系統は輻輳している部分が多いこ
とから、３系統で総合的に利用促進に
努め、維持充実を図っていく。
⇒今後、バスロケーションシステムの導
入や市広報でバスを利用したお出かけ
特集等も予定しており、引き続き利用
促進に努めることで、輸送人員の維
持・増加を目指していく。

Ａ

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→〇
Ｈ27：79,577人→Ｈ28：82,068人

沿線上に点在する商業・レジャー施設
と連携し、バス利用の目的となる施設
のイベント情報等を積極的に発信する
ことで、引き続き、需要喚起に努める。

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

河内長野市は大阪府の南東端に位置し、人口約11万人、面積は109.6㎢と府内で3番目に広い。市域の約7割を森林
が占め緑豊かな環境である一方、住宅団地が点在するため公共交通は市民生活を支える大切な交通手段である。
 しかしながら、人口減少や少子高齢化、マイカー普及などの要因により、路線バスやコミュニティバス等の公共交通利
用者が年々減少を続けており、持続可能な公共交通を確保することが極めて厳しい状況にある。
そのため、住民、交通事業者、行政などの関係者による協働の取り組みを進め、市内を運行する路線バスやコミュニ
ティバス等の公共交通の維持・発展を図る必要がある。
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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

平成29年1月31日

協議会名： 河内長野市地域公共交通会議

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維費国庫補助金



 河内長野市地域公共交通会議      
※事業の目的、計画内容、定量的な目標 

  

 

・総合連携計画など上位計画に掲げられた地域公共交通に関する目標や期間 

 

・地域公共交通施策以外の関連施策との整合性 

 

・生活交通の確保に際して考慮すべき事項        

   

事業名：平成２８年度地域内フィーダ系統 

 ※参考となる資料を添付  

 

 

 ・地域特性、人口や高齢化率 

 

 ・地域の概要図 

 

 ・協議会等開催状況  など                       

 

  

具体的取り組み （D） 

取組みに対する評価 （C） 

自己評価から得られた課題、対応 （A） 

アピールポイント、特に工夫した点など 

※実施した案件の今後の改善点 

※自己評価から得られた課題とその対応 

※目標未達の場合は、達成に向けた方針 

※事業概要、取組み状況、検討手順 

 

 

※枠が足りない場合等適宜作成可、必要に応じて参考資料を添付願います。 

※ネットワーク計画に掲げられた目標値の達成状況 

※未達の場合は協議会が認識する原因 

※事業未完の場合は協議会が認識する達成状況 

概要図･参考資料 

目的 計画 目標 （P） 

○事業の目的 

  公共交通の利用促進につながる取り組みを進め、市内を運行する路線バスや  

  コミュニティバス等の公共交通の維持・発展を図る。 

 

○計画内容 

  「河内長野市地域公共交通網形成計画」等に基づき、様々な公共交通の利用 

  促進に繋がる取り組みを実施することにより、総合的に既存路線の維持・発展 

  を図り自動車等を利用できない方や通勤・通学等の社会活動、買物・通院等の 

   普段の生活に必要となる移動手段を確保する。 

  

○定量的な目標（各路線における対前年度実績） 
  ・運行回数の維持 

  ・輸送人員の維持もしくは増加   

・河内長野市の概要 

  【人口】 108,488人 

  【面積】 109.63平方キロメートル 

  【高齢化率】 31.8％ 

  （平成28年12月末） 
 

・河内長野市地域公共交通会議 

 開催状況  

  【平成28年度】 5回※開催予定 

  ※うち2回は書面開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               【河内長野市の公共交通網】                       

 

  

○「河内長野市地域公共交通網形成計画」及び 「地域公共交通調査等事業」等に基づき、公共交通の利用促進につな 

  がる取り組みを実施（H27年10月～H28年9月） 
  ・電車、バス、タクシーなどの市内の公共交通情報（時刻表、路線、乗り場、運賃等）を1冊にまとめた「河内長野 

   ナビ」を50,000部作成し、全戸配布。 

  ・企画乗車券ＰＲによりバス利用者増を図る目的で、沿線上の商業・レジャー施設と連携し利用特典を用意。施設への 

   アクセス方法や特典内容を掲載したチラシ・ポスターを作成し、公共施設等で配布するとともに、市内の小中学校の 

   全児童へも配布。 

  ・日野滝畑コミュニティバスについては、特に沿線に野菜直売所等の商業・レジャー施設が点在することから、施設と 

    バス停の関係が分かりやすいようホームページを改良し、バス利用によるお出かけの推進を図った。    

  ・バス沿線施設のイベント情報を作成し、バス車内や駅前、公共施設に掲示。 

○目標達成状況（平成27年10月～平成28年9月） 

  ・運行回数：対象７系統全てで運行回数の維持ができ、目標達成。 

  ・輸送人員：対象７系統のうち、4系統が目標達成、残り3系統は目標未達成。 

  ※目標達成路線･･･日野滝畑コミュニティ1,2、天野山線5（旭ヶ丘系統）、天野山線3（サイクルセンター系統） 
     ※目標未達成路線･･･小深線2（石見川系統）、高向線1（高向起終点系統）、天野山線4（天野山起終点系統） 

         

○小深線2（石見川） 系統キロ数11.2キロ 往路：平日８便・土休日６便、復路：平日５便・土休日７便 

   ・沿線人口の高齢化率が48％と市平均の30％を大幅に超えている。 

⇒高齢者等の移動を確保するためにも路線の維持を図る重要性を広報紙等を通じて発信していく。 

○高向線1（高向） 系統キロ数3.5キロ 往路：平日20便・土休日17便、復路：平日17便・土休日18便 

   ・日野・滝畑コミュニティバス（減尐幅抑制の目標達成路線）と並走しているため、分散している可能性あり。 

⇒並走する日野・滝畑コミュニティバスと連携させた利用促進策の検討やニーズ把握に努める。 

⇒潜在的な通勤・通学利用者の掘り起こしに繋がるような啓発を検討。 

⇒「河内長野市地域公共交通網形成計画」や「地域公共交通調査等事業（計画推進）」等に基づき、総合時刻表入りバ
スマップの配布やワークショップの開催、バスロケーションシステム導入の検討等、様々な公共交通の利用促進策実施。  

 

   

○『河内長野市ナビ』 ：これまで個別に存在した市内の公共交通情報を1冊に集約し、全戸配布。時刻表や運賃表の 余白 

 を有効利用し「おでかけスポット」や「外出による効果」、「運賃表の見方」等の情報も盛り込む等工夫。また各情報に対 

 応したホームページ等のＱＲコードも挿入し、冊子が手元にない場合や今後のダイヤ改正にも対応できるようにした。 

〇『企画乗車券ＰＲチラシ』：引き続き企画乗車券のＰＲを実施するとともに、バス沿線施設と連携し利用者への特典情報 

 を掲載。また、配布先は従来の公共施設関係だけでなく、学校へ協力を要請し市内の全小中学校生へ直接配布するな 

 ど、効果がより高いと見込まれるところを選定（企画乗車券の販売実績も増加）。 

〇『ホームページの改良』 ：文字の羅列が多かったコミュニティバスのサイトを、イラストやイベント情報等を掲載し視覚に 

 うったえる内容に変更。 

○『沿線施設のイベント情報』：コミュニティバス沿線施設のイベント情報を集約発信し、外出のきっかけ作りに努め、 

   需要喚起にも力を入れた。 

 生活路線を維持するため、地域公共交通会議での議論を深め、本市では初となる総合時刻表等を作成するなど、積
極的に公共交通機関の情報の発信に努めた。また、沿線施設のイベント情報を集約発信し外出のきっかけ作りに努め
るなど、より需要喚起に力を入れた。 

 結果、特に沿線に施設等がある日野滝畑コミュニティ1、2及び天野山3（サイクルセンター系統）等については輸送人
員が増加したが、一方で山間地を運行する小深線2（石見川系統）等では新たな需要喚起が難しく苦慮している。 

 今後もバスロケーションシステムの導入や企画乗車券利用者への特典拡大等を予定しており、バス事業者とも協力
しながら、利用環境の全般をより良いものにすることで、総合的にバス路線の維持に努める。 
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